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学校だより 「時習館」

令和５年１月１６日（月）

笠間市立笠間小学校

第８１号

後期 学校評価アンケートご協力ありがとうございます。

№ 設　問

1 学校は楽しく生活できるような取り組みを工夫している。

2 学校は、あいさつ等、礼儀についての指導を行っている。

3 学校は自ら進んで学習できるように指導している。

4 学校は夢や目標をもつ大切さについて指導している。

5 学校は、お子様のよさを伸ばす指導を行っている。

6 学校は体力向上のための取り組みを工夫している。

7 学校はＩＣＴ機器を活用した授業を行っている。

8 学校は、感染症対策をとりながら、工夫した教育活動を行っている。

9 学校は困ったことや悩みを相談しやすい。

10 学校は積極的に情報発信をしている。

11 学校は地域の方々と一緒に教育活動をしている。

12 定期的な授業参観や学級懇談を増やした方がよい。

13 学校支援ボランティア（笠小まもローズ）に参加し、子どもたちの見守りをしたい。

0.0

＜保護者アンケートの結果より＞

〇アンケートの回収率は63.3％でした。ご協力ありがとうございます。次年度に向け振り返りを行い改善をし

てまいります。

〇９番の項目では困ったことや悩みを相談しやすい雰囲気や機会をつくっていくように全職員が意識してい

きます。

〇１２番は、今年度同様、新型コロナ感染症の状況を見ながら行って参ります。

〇１３番は、本校で今年度、結成した「笠小まもローズ」についてですが順調に保護者、地域の方にご協力を

いただいております。今後も募集をしていきますので、ご参加お願いいたします。

６年生 「平和を考える作文」 より
「平和と自由」 ６年 三村 さん

私は、筑波海軍航空隊記念館の見学を通して、平和と自由について考えました。

筑波海軍航空記念館では、主に特攻隊について学び、当時の戦争の様子が想像できました。

戦争があることで自由がうばわれ、大切な人も大切な物もすべてなくなってしまうことがよくわか

りました。当時は、特攻隊はあこがれだったということだったけれど、人間を武器とするおそろしい

ものでした。一つの武器やばくだんで、たくさんの人が亡くなった。それは、絶対に今もこれから

もあってはいけないことだと思いました。

私たちのふだんの生活がいっしゅんにしてうしなってしまう。それはどれだけおそろしく、怖か

ったでしょうか。戦争を体験した人が少なくなっている中、それを伝え続けていくのは私たちです。

戦争で亡くなった人、自由をうばわれてしまった人、たくさんいやな思いをした人、それを次の世代に伝えていくことが大切

です。

日本は平和ですが、世界では戦争や紛争がまだあります。

平和ということは、どれだけ幸せでありがたいかをよく考え生活していき、戦争はあってはいけないとういうことを伝えられ

る人になりたいです。そして、これからも平和についてよく学びたいです。
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